
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ＪＡ京都中央 ２０２０年７月２８日 №５０７ 作成者 島 裕加里 

―ＴＡＣ information―  

 ７月２７日大原野支店で、大原野茄子部

会が特産品である「京都茄子」の中間目合わ

せ会を開催しました。 

 京都茄子の出荷は６月中旬から始まり、

６月下旬に１回目の目合わせ会を行い、今

回が２回目となります。 

 7月は、長雨と日照不足が続き、ナス栽培

において厳しい栽培環境でした。 

梅雨明け後、出荷最盛期を迎えるにあた

り、シーズン通して品質を維持するために、

中間目合わせ会を開催し、生産者、市場関係

者、JAで出荷規格の確認を行いました。 

京都茄子（千両二号）は、タキイ研究農場の長岡京市時代

に開発され、京都盆地の高温多湿な気候風土に適合したツ

ヤの良い高品質の品種で、当ＪＡ特産物の一つです。 

8月上旬には栽培管理技術等を審査する立毛品評会が各

地域で開催されます。 

 今回は、今年の長い梅雨で多発傾向にあるナスの褐色腐敗病について紹介します。 

 主に、ナス科・ウリ科に発生します。多雨・多潅水が発生を助長するため、梅雨の時期は要注意です。 

 果実では、淡褐色の少しくぼんだ病斑を作り進行すると、果実全体が黒褐色に変わり、多湿のときは白

いカビが発生し腐敗していきます。 

 果実の被害は、多発時には畑だけでなく、収穫後の輸送中にも発生します。 

 この長い梅雨で、発生が見られる圃場では、梅雨明け後、薬剤散布を速やかに行うようにして下さい。 

 ナスにおいての、おすすめ薬剤は、プロポーズ顆粒水和剤、アミスターオプティフロアブル、フォリオ

ゴールドなどです。ご使用前には、ラベル等で登録内容の確認を必ず行って下さい。 



 


